
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和４年１月１日 
（ 発 行 ） 

日田市夜明公民館 
夜明中町1547 

 

 

コロナからのよあけ 

【４面に記事】 

 

 

旧年中は大変お世話になりました 

本年が皆さまにとって良い年になりますよう 

心からお祈り申し上げます 
 

夜明振興協議会  夜明公民館運営委員会 

日田市夜明公民館 日田市夜明振興センター 

２面に新年のご挨拶を掲載しております。 
 

お正月を彩ってくれる門松を、今年もＪＲ夜明駅、そして交流センター玄関に設置していた

だきました。夜明桜守の会並びに地区有志の皆さま、毎年ありがとうございます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年のご挨拶   

夜明公民館運営委員会 会長 川述敏文 

新年明けましておめでとうございます。 

旧年中は大変お世話様になりました。皆様方には、穏やかな新年をお迎えのこととお慶び申

し上げます。 

昨年も一昨年と同様『コロナの年』ともいうべき一年でございました。 

現在も、新しいオミクロン株の脅威が心配されています。 

また、昨年は、日田英彦山線の線路も撤去されることが決定し、新しい街づくりのデザイン・

構想づくりに向けて『大肥の郷まちづくり会議』を立ち上げ、協議を重ねてまいりました。 

年末には『新型コロナウイルスの収束』を願い、夜明公民館グラウンドに、「夜明」らしい

きれいなイルミネーションを設置することができました。 

さて、公民館活動につきましては、コロナ禍の中でもバス研修旅行やその他の活動が少しず

つ復活する状況となりました。 

私も、いくつかの講座に参加しました。さらに、自主活動『大明かるた会』の方も会員が増

え、子どもたちのやる気と元気さを頼もしく感じているところでございます。 

それらの活動の中で、地域の方々とつながることも増え、自分なりの学びを進めること、地

域の文化度を少しでも高めることのために自分が、どう関わればよいかについて振り返るこ

とができました。 

本年も公民館が、地域の皆様方の交流センターとして、より多くの皆様がお気軽に集うこと

ができ、思わず笑顔になる瞬間が増えたり、情報交換のできたりする場となれるように取り組

んで参りたいと存じます。 

どうぞ皆様方のお知恵となお一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

最後になりましたが、夜明地域の皆様のご健康とご活躍を心より祈念いたしまして、新年の

ご挨拶と致します。 

 

新年のご挨拶 

夜明振興協議会 会長 森山由行 

新年あけましておめでとうございます。 

コロナ感染が下火になり、日常生活が戻りつつある中ですが新変異株が海外で拡大、元の日

常に何時戻れるのか不安の中で新年を迎える事となりました。 

この２年のコロナ禍での生活は、私達に様々な変化をもたらしました。自治会活動で大切な

交流行事等も縮小、中止を余儀なくされ心配をお掛けする事となった一年でしたが、地域の皆

様の繋がりこそが地域活動に不可欠でございます。引き続きご協力をお願い致します。 

さて、九州豪雨災害から今年で５年を迎えます。待ち望んだ国道２１１号線と市道夜明大鶴

線を繋ぐ流失した夜明橋及び取付道路も完成し、災害４年後の令和３年８月に開通しました。 

尚、大肥橋及び周辺整備工事、旧川崎橋の撤去及び付替え工事等一連の工事は、令和４年度

の完成予定で施工中、もうしばらくご不便をお掛け致しますがご協力をお願い致します。 

そのような中、夜明まちづくり運営委員会の方々により、「コロナからのよあけ」をキャッ

チフレーズにイルミネーションが設置されました。温かさを感じさせる輝きに感激すると共

に、携わられた方々にお礼を申し上げます。 

コロナ感染症「第６波」の到来の無いことを祈りながら、本年が皆様にとりまして穏やかで

幸多い一年となりますことをお祈り申し上げまして新年のご挨拶とさせて頂きます。本年もよ

ろしくお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月５日、日田清流焼の森山修司さんを講師に迎え、「親

子陶芸教室」を大鶴公民館と合同で開催しました。 

小学５・６年生を対象に予定していた通学合宿が感染症予

防のため開催できず、代わりに親子で思い出の陶器を作って

頂ければと計画したもので、カップやお皿などを作りました。 

丁寧に形を整え、デザインや模様を考えた自分オリジナル

の作品は、２月頃に焼きあがるとのことです。 

１２月２７日、大明チャレンジ教室では「ミニ門松づくり」

を、桜守の会や夜明・大鶴地区住民方の指導で行いました。 

準備された竹から好みの形や色のものを選び、揃え方や飾

り方を教えてもらいながら、１対の門松を作りました。のこぎ

りなどを使う時や縄を巻くときには、竹が動かないように大

人に手伝ってもらいながら作業していました。 

この日は夜明三日月サークルの皆さんのご協力で、だご汁

とおにぎりを準備いただきました。ありがとうございました。 

 

 

日田市では、旧夜明公民館の跡地に植えられている「ヒマラ

ヤスギ」の伐採を検討しています。 

理由として、幹の内部が枯れ気味で空洞化していることに

加え、夏になると茂った葉が国道側へせり出し、トラックなど

大きな車両の通行の妨げにもなっています。このままでは倒

木の恐れもあり、最悪の場合事故につながる恐れもあること

から、今回の検討に至っています。 

 

２本残っています 

１２月１５日、苑田文子さんを講師にお招きし、「寄せ植え

教室」を開催しました。 

テーマを「今年もありがとう！」として、魚柳梅、ガーデン

シクラメンなど７種の植物を庭に見立てて配置します。プラ

ンターには、縦に成長するものを後ろに、横に成長するものを

手前に配置することを心掛け、お正月を迎える表情豊かな作

品に仕上げました。 

１２月２５日、講師に後藤尚美さんをお迎えし、「フラワー

アレンジメント教室」を開催しました。 

花器にオアシスを入れ、中央奥に松を配置し、色のバランス

を考えながらピンポン菊、スターチスなどを周囲に飾り付け

ました。また、松ぼっくりや扇の飾り物を使い装飾すること

で、お正月を彩る作品ができました。 

あざやかな彩りに見とれます 

彩りに見とれます 

個性あふれる作品と参加者の皆さん 

心を込めて成型しています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１０日（金）から夜明交流センターグラウンドでは、イルミネーションの点灯が行わ

れています。【１面に写真】 

コロナウイルスの影響で長い自粛生活をがんばっている皆さまに、「少しでも暖かな気持ち

になってもらいたい」との想いで、夜明まちづくり運営委員会有志によりデザイン、設置され

ました。三日月山をイメージした夜明地区のシンボルマークとキャッチフレーズ「コロナから

のよあけ」のメッセージを中心に、今年の干支である寅などが配置されています。 

１月１６日（日）までの予定で、点灯されていますので是非ご覧ください。 

 

行 事 日にち 時 間 

令和４年日田市成人式 ９日（日） 午前１０時～ 

ふるさとの歴史学習会 １８日（火） 午前１０時～ 

大明チャレンジ教室 
２２日（土） 

～２３日（日） 
午前 ９時～ 

 

 

ひた生活支援センターから巡回相談会のお知らせ 

ひた生活支援センターでは、様々な理由で生活にお困りの方や、病気などで不安を抱えてい

る方、また、就労などで困っている方の相談会を以下のとおり開催します。 

相談は無料で予約は不要です。次回は３月に開催されますので、再度ご案内します。 

期日 ： 令和４年１月２０日（木） 

時間 ： 午前９時３０分～午前１１時３０分 

場所 ： 夜明公民館 会議室 

※お問合せ等は、ひた生活支援センター（TEL２２―５２２９）へお願いいたします。 

 

１２月２２日、夜明地区社会福祉協議会では、年末激励品の

お届けを行いました。 

ひとり暮らしの高齢者、また高齢者だけで暮らす世帯に贈

られる事業で、「よいお年をお迎えください」のメッセージが

添えられた色鮮やかなシクラメンの鉢植え又は食品の詰合せ

が、民生委員、福祉委員の手で届けられました。 


